
米作りのポイントを学ぶ 高品質で安定した生産目指す
ＪＡ利根沼田こめ生産部会 ＪＡブランドエダマメ「豆王」

　ＪＡ利根沼田こめ生産部会は 2 月 13 日、本店

と新治支店でＪＡ米取組説明会及び水稲栽培講習

会を開き、部会員と関係者合わせて 76 人が参加

しました。講習ではＪＡ全農ぐんまの担当者が情

勢報告とＪＡ米の生産要件を説明しました。また、

利根沼田農業事務所

の泉野技師は、病害

虫防除や土壌診断の

重要性について、来

作のポイントを丁寧

に説明しました。

　ＪＡ利根沼田枝豆部会は 1 月 24 日、本店で

エダマメの栽培講習会を開き、部会員やＪＡ職員、

関係者らが参加しました。品種別の特性について

の講習を受け、3 月から始まるエダマメの栽培に

備えました。次年度も引き続き高品質なエダマメ

の生産と、安

定 的 な 出 荷、

相場に流され

ない販売を目

指します。

定植に備え説明会を開催
労務管理講習会

　ＪＡ利根沼田薬草部会は 2 月 27 日、沼田農

業青年研修所で薬用作物「当帰（トウキ）」の定

植説明会を開き、部会員や関係者、新規生産者ら

34 人が参加しました。同部会の新井英伺会長の

挨拶の後、漢方薬メーカーの担当者が栽培のポイ

ントを説明し、

3 月中旬から始

まる定植に備え

ました。

説明する泉野技師

実習生の安全管理と労務を学ぶ

　本店で 2 月 22 日、外国人技能実習生を受け

入れている農家の方を対象に労務管理講習会を開

き、34 人が参加しました。講習では沼田労働基

準監督署の品川伸一産業安全専門官が農業の安全

管理のポイントを、

松本萌音労働基準

監督官が就業規則

や労働時間など労

務管理のポイント

を説明しました。

説明する松本労働基準監督官

ＪＡ利根沼田薬草部会

農機フェア、最新ラインナップ！
オートパル中部・南部 展示会

　オートパル中部とオートパル南部は、1 月下旬と

2 月上旬にそれぞれ 2 日間、農機・自動車の展示

会を開きました。合計で農機メーカー 15 社、自動

車メーカー 10 社が出展しました。組合員へ最新の

農機具の情報提供、人気車両の紹介が目的です。大

小さまざまな最新トラクター、刈払機、耕運機など

の農業機械と人気の乗用車を並べ、説明や販売を行

いました。

　また、来場記念プレゼントの他、今年度は中部で

焼きそばや豚汁、南部でうどんが振舞われ、両会場

ともに多くの来場客で賑わいました。
オートパル南部

オートパル中部
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